令和8年度里山林活性化による多面的機能発揮対策交付金
活動計画書
1． 活動組織名
	　　○○の森保全の会


※　複業実践型に取り組む場合は、法人番号も記載すること（番号がない場合は空欄で可）。
2． 活動組織の事務所の所在地森林の住所ではなく事務所とする住所（代表者の自宅など）。
法人格のある組織は、その住所。


	　　高知県〇〇郡〇〇町〇〇


３．取組の背景
※対象森林の状況も記載。（交付金による整備の必要性）
※活動の成果や効果が特定の個人、法人等だけに帰属する活動は対象外です。
	　〇〇地区〇〇は～～～～(どのような地区)で、～～～(その森林の過去の整備について)。～～～(ここで活動組織が作業することになった経緯など)。内容が異なる場合は地区ごとにわけてそれぞれ記載してください。
1. 〇〇地区のヒノキ人工林（60年生）で間伐の遅れと雑木の侵入が進み、既設作業道も荒廃。〇ｍにわたり崩れている（図面）林齢も記載

2. □□地区のスギ人工林（40年生）で侵入竹が進み藪化している。
3. △△地区のかつての筍生産の竹林が、長期間の放置により荒廃。隣に住む山主の子がUターンでもどってきており、３年間整備した後には山主がタケノコ堀りをしながら竹林整備を継続できる状態にする。（竹林は3年計画終了後、誰がどのように継続して整備していくか記載。）


※　対象となる里山林がある地域の概要、本交付金の活用に至った背景、地元の自治体や自治会・町内会等地域のニーズへの対応、地域の活性化への寄与等について記載。

４．取組概要
	1.　○○地区：3.0ha作業道は新設か改修か、歩道か作業道か区別し、幅員を記入。

1 1年目（R8年）「森林資源活用雑草の刈払、雑木の除伐・集積・処理
2 2年目（R9年）「機能強化」作業道（幅員2.5ｍ×300ｍ）の改修と「森林資源活用」間伐搬出。
2.　 □□地区：2.0ha 
　①  1年目（R8年）「森林資源活用」雑草木の刈払・除伐 2.0ha
3 2年目(R9年) 「森林資源活用」間伐・搬出1.0ha
　③　3年目(R10年) 「森林資源活用」間伐・搬出1.0ha
3. △△地区：1.0ha 3年間を通じ「竹林資源活用」実施
1 1年目（R6年）歩道（幅員1ｍ）の新設、倒竹の除去・処理により林内アクセス確保
2 2年目（R7年）枯れた竹・古竹等の伐採・集積・処理
3 3年目（R8年）古竹・新竹の伐採・集積・処理

【本交付金事業は3年計画です。2年目・3年目の計画が未定の場合は記載しなくてもいいですが、4月申請時には3年間の計画が必要になります。】




